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 要  旨 
痙性斜頸とは頸部の筋肉の異常収縮により頭部姿勢に異常をきたす原因不明の疾患である。米
国での痙性斜頸の有病率は 10 万人に 4 百人程度とされており、同じ割合とすれば我が国での患
者数は約 50 万人と推定される。現在、本症に対する治療法は確立されておらず、また現行標準
的な治療法の多くについてそのリスク・副作用は軽微であるとは言い難い。より高い治療効果と
低い副作用を持った治療法の早期確立が待たれる。 
筆者はこれまで側頭部圧迫による反射運動(ハンガー反射)の研究に従事してきた。健常者に対
してはハンガー反射を利用することで頭部の任意左右回旋が可能であり、痙性斜頚患者に対して
もハンガー反射は発生する。また斜頸患者はハンガー反射によって頭位異常が改善するというケ
ースが確認された。以上で示されたハンガー反射による痙性斜頚治療の可能性から、本研究では
ハンガー反射を利用し痙性斜頚の症状を改善あるいは治療する装具の開発を目的とし、装具の開
発と臨床を行った。 
本研究における最も大きな意義は、この治療法が従来のものに対して患者にかかるリスク、コ
ストが格段に低い点である。また斜頸とハンガー反射、共に未解明で様相の似通った現象を研究
することで両現象の原因解明に繋がる可能性もある。従来の治療法の治癒率、信頼性の低さはそ
もそも疾患の原因が不明であることが大きな要因である。本研究により痙性斜頸の解明につなが
れば、従来の治療法に影響を与える可能性、あるいは両者の知見の融合から新たな治療法を生む
可能性もある。 
開発フェーズでは痙性斜頸治療に対する試みとして、数種類のハンガー反射発生装置を試作、
その効果を検証した。試作の中、医療用ギプスの弾性力を利用した圧迫機構が最もハンガー反射
発生に効果が高いという結論が得られた。また、ギプスを用いたことによって先行研究のハンガ
ー反射発生装置と比較しても大幅な小型化が可能となり、所望の反射反応が得られれば痙性斜頸
に対する症状抑制の器具として非常に有用であると考えられる。 
臨床フェーズでは開発した装具の痙性斜頸に対する効果を検証した。斜頸患者 2 名の短期装用
では装着時の症状改善が見られた。患者 1 名は 1 ヶ月間装具試用の結果、非装着時でも症状に明
らかな改善が見られた。 
 
